
【薬学科】 

Q. 高校の成績はいくら？ 

A. 高くなくても心配は不要ですが、高いに越したことはないです。 

-------------------  

Q. 大学での成績は就職の時に見られるのですか？ 

A. 提出はするがほとんど関係なく、それよりも面接や実務実習などでのスキルを重視されるようです。 

-------------------  

Q. 薬学部で 6年間続くか不安です。大丈夫か？ 

A. 6 年のうち 4年間が勉強の時期で、あとの 2年は実習と研究をします。そのため 4年間が勝負になります。

はっきり言うと大変です。科目数が多いという環境に耐えられる力があればきっと続きます。 

-------------------  

Q. 薬学部は将来どのような就職先があるか？ 

A. 病院薬局、調剤薬局。ドラックストアの調剤薬局の他に、サプリメント関係や製薬会社、保健所や警察自

衛隊関係の職種などがあります。中には企業や公務員もだいぶ少数派ですがいます。 

-------------------  

Q. 入学したてと現在の雰囲気はどんな感じか？ 

A. 初めは席の近くの人と喋って、仲の良い人ができるとグループが場所によっては確立することが多いで

す。男女問わず仲のいい雰囲気だと感じています。 

-------------------  

Q. いちばん楽しい授業は何か？ 

A. 実習です。楽しくコミュニケーションを取りながらできるのでとても楽しいです。 

-------------------  

Q. 合格の秘訣を教えてほしい。 

A. 勉強内容を過去問に絞ること。 

-------------------  

Q. 大学生でやっといた方がいいことを教えてほしい。 

A. サークルです。他学部・他学年の人と仲良くなれます。合宿があるところもあります。 

-------------------  

Q. どんな研究内容を行ってる？ 

A. 有名な教授による新たな発見を行う研究や、石鹸などの販売目的を中心とした研究などがあります。 

-------------------  

Q. どんな学生がいる？ 

A. 本当に優しい学生が多く、個性豊かだと思う。どちらかと言えば落ち着いて会話を楽しむ人が多い。 

-------------------  

Q. 本学を選んだ理由 

A. 家が近いからです。 

-------------------  

Q. 薬学部を選んだ理由 

A. 白衣がカッコいい。白衣を着てフラスコを振ってみたかった。他の理系でもできるが、その中でも薬に興

味があったため。 

-------------------  



Q. 友達はできるか。(話すのが苦手) 

A. できる。特に学籍番号の近くの学生。他にも演習で話すことがよくあるから、そこで仲良くなる。 

-------------------  

Q. 期末試験はどうか。 

A. 量が多い。中間がある教科もある。出方が先生によって様々なので、友達や先輩に聞いたり、過去問をも

らうことが重要。再試もある。ほぼ落とすことができないので、全力でがんばる。 

-------------------  

【日本語日本文学科】 

Q. 日本語日本文学科とは。 

A. 主に現代文、古文、漢文、古典作品、文化財など高校国語からさらに一歩踏み込んだところまで探求する

学科になっている。 

-------------------  

Q. 教育学部から国語の先生になるのと、日本語日本文学科から国語の先生になるのではどう違うか。 

A. 教育学部からの場合、メインが教育学になる。教育心理学や教育社会学、教育方法学や教育原理など先生

になるうえでの教育テクニックや児童・生徒の心理を学ぶことが多い。その＋αとして国語があるイメー

ジである。一方、日本語日本文学科の場合は真逆である。メインが国語であり、3回生から教職関係の授業

を履修するため、教育学と国語学どちらに興味があるかだと思う。 

-------------------  

Q. 部活はどんな感じですか？ 

A. すごくたくさんある。部活、同好会、委員会など多岐にわたる。学校全体を通して部活動が盛んなイメー

ジです。 

-------------------  

Q. アルバイトとの両立は？ 

A. 部活に入るかどうかで大きく変わってくる。部活を控えめにしてアルバイトと両立する人、部活に入らず

アルバイトに専念する人、部活に複数入ったりして部活を頑張る人に分かれる。平日は部活、休日はアル

バイトというスケジュールで動いている人もいる。 

-------------------  

Q. 学校の特色 

A. 温かい学校。先生と学生の距離が近いのでなんでも相談できる。何もなくても先生と気軽に話すことがで

きる。全体の人数が少ないからこそできるきめ細かな指導がこの学校の特色だと思う。 

-------------------  

Q. サークル・部活は強制か？ 

A. 強制ではないです。1回生の最初に新入生歓迎会があります。その際にクラブの紹介などはありますが、絶

対に入らないといけないというわけではないです。 

-------------------  

【歴史文化学科】 

Q. 先のことをまだ決めておらず大学を迷っています。 

A. 自分の好きな分野の大学を目指してください。たくさんの大学を見て回るとよいです。 

-------------------  

 



Q. 大学でしんどかったこと 

A. 高校までの 50 分授業から 90 分授業になったことです。今では少しずつ慣れてきました。 

-------------------  

Q. 大学が休みの日は何をしているか？ 

A. 普通の休日を過ごしたり、課題がある場合はそれをしたり、オンデマンド授業の動画を見たりしていま

す。 

-------------------  

Q. 他大学との交流授業はあるか？ 

A. 部活やサークルでの交流はありますが、他の大学との交流授業はないです。 

-------------------  

Q. フィールドワークは他大学と合同か？ 

A. 大阪大谷大学の学生と教員のみです。 

-------------------  

Q. 歴史文化学科の授業はどのような感じですか？（科目） 

A. 考古学入門、美術史学入門、歴史学入門、宗教学、英語、体育、図書館方面、博物館・美術館などの学芸

員方面、教職方面などがあります。 

-------------------  

Q. この大学に入った理由はなんですか？ 

A. 歴史に興味があったのと、高校の日本史の教員になりたかったからです。 

-------------------  

Q. 課題は多いですか？ 

A. 授業によります。多い授業もあれば逆に少ない授業もあり、そもそも課題がない授業もあります。 

-------------------  

Q. 部活は強制ですか？ 

A. いいえ。部活は自由です。 

-------------------  

Q. バイクや車で通学はできますか？ 

A. 車はダメですが、バイクは許可証をもらえれば大丈夫です。 

-------------------  

Q. この学校で世界史は学べますか？ 

A. 世界史という授業はないですが、世界史を学びたい人は西洋美術史という授業があるのでそれを取ってい

る人もいます。 

-------------------  

【こども保育専攻】※旧名称：幼児教育専攻 

Q. 志望動機はなんて書きましたか？ 

A. 私は幼児教育専攻なのですが、2回生から 3つのコースに分かれておりそれが他の大学と異なり良い点であ

るため選びましたと書きました。他の大学に比べてここは大谷の強みだという点を挙げればよいのではな

いかと思います。 

-------------------  

 



【初等中等教育専攻】※旧名称：学校教育専攻 

Q. 授業はどのようなものですか？ 

A. 人数も少なく、先生との距離もすごく近いです。ひとりひとりに付き添って指導してくれますし、わかる

まで教えてくれます。また、学校で会った時も英語でネイティブの先生とお話するので英語力も身につき

ます。 

-------------------  

Q. 授業と部活動、アルバイトとの両立はできますか？ 

A. 私自身、部活動とサークルを 2つ掛け持ち、アルバイトを 2つかけ持ちしているのですが、実際できてい

ます。テスト前はとても忙しいですが、空き時間や電車を使って勉強したり、朝に時間がある時は勉強し

てから授業を受けたりしているので、忙しいのが嫌じゃない人は両立可能だと思います。ただ、忙しいの

が嫌だという人は部活動やアルバイトの数を減らすのもひとつの策だと思います。 

-------------------  

Q. 学校は楽しいですか？ 

A. とても楽しいです！特に教育学部は同じ夢を持つ子が多いです。その分将来についての話などとにかく盛

り上がります。授業も少人数の授業も多くて入学して 3ヶ月なのに大学生はこんなに楽しいのかというほ

ど部活動もサークルも学校生活も楽しいです。 

-------------------  

Q. 学校の雰囲気はどんな感じですか？ 

A. みんなで仲良く空きコマに話したり課題をしたり、また、一緒に勉強したりしています。授業では先輩と

関わることも多くたくさんのことを教えてくださり、大人数の授業、少人数の授業と関係なく先生との距

離がとても近いので、熱心に教えてくださって助かっています。みんな明るくて喋りやすい子が多く、と

ても良い雰囲気です！ 

-------------------  

Q. 文学部と教育学部、外国語学部と教育学部の違いはなんですか？ 

A. 私が思うには、大きくは教育学部の方が早く免許を取ることが可能であり、その分 3回生で実習に行くこ

とが可能で、2つの免許をとることが可能。また、同じ夢を持つ子がほとんどなので、お互い支え合うこと

ができ、たくさん共通の話題が出てくるところが教育学部だと思います。反対に、文学部や外国語学部は

その専門分野について詳しく学ぶことができるので専門的に学ぶことができます。しかし、そのうえで教

職の勉強となると少し負担が大きいかなと思います。なお、本学には外国語学部はありません。 

-------------------  

Q. 受験について(英語でどのような勉強をしたか) 

A. 実際に、私が行っていたのは夏休みの夏期講習終わりまで単語をひたすら覚えるのと、構文を完璧にと頑

張っていました。そして、その 2つを終えると文章をスムーズに読むことができていました。経験からす

ると、夏休み終わりぐらいまでに志望校レベルに必要な単語と構文を完璧にする。その後で長文読解やリ

スニングにチャレンジするという勉強方法でいいと思います。 

-------------------  

Q. 教える上で意識していることは何ですか？ 

A. 実際に塾では中学生を教えることが多いのですが、基礎ができあがっていない子が多いので、ゆっくり丁

寧に教えることを心がけています。高校生は、間違っていることを思い込みで覚えてしまっている子が

多々いるので正しく解説しています。 

-------------------  



Q. 英語の教え方を教えてください。 

A. 現在している塾講師のアルバイトでは、中学生に教える場合、英語についてはまだ基礎ができていない子

も多いので、動詞とはなにか、名詞とはなにか、をひとつひとつ分かりやすく細かく教えていきます。そ

して、一方的に授業をするのではなく生徒とコミュニケーションをとりながらゆっくりと教えていきま

す。高校生の場合、基礎ができている子もいれば、中学校 3年間で学んだ内容で間違えたまま覚えている

子が多いと思います。なので、間違えている所を否定するのではなく肯定しながら教えています。 

-------------------  

Q. 授業はどんな感じか？ 

A. 1 回生は基本同じ授業をみんなでとります。国語に特化した授業だけではありません。2回生からは、専門

的なことを学ぶ、模擬授業などがあります。 

-------------------  

Q. ゼミはどんな感じ？ 

A. その先生によって専門が異なるため、内容も違います。２回生以降は学びたい先生のゼミを希望して所属

します。そのため、定員オーバーした場合、成績によって選抜される場合があります。 

-------------------  

Q. 特支の免許もとりたい。どうしたらよいか。 

A. 1 回生に履修できる授業はできるだけ入れた方がよいです。1回生には余裕があるが、2回生からは余裕が

なくなってきます。卒業するために必要な授業と、教員になるために必要な授業があります。2回生からは

指導案を作成します。指導案とは、模擬授業の前に授業の流れを書いた台本のようなものです。 

-------------------  

Q. 高校二年生なのですが、受験をする際に一番力を入れて勉強した科目は何ですか。 

A. 推薦でこの学校に入ったので、私は小論文の書き方などについて勉強していました。高校二年生の時は受

験するつもりでいたので、受験に向けて当時私がしていたことは、とりあえず空き時間に英単語を覚えた

り、勉強から離れない姿勢をつくることから始めました。指定校推薦入試や公募制推薦入試などの受験方

法もあるため、高校二年生なら受験の方法など自分に合ったものを探すことから始めるのも一つの手だと

思います。 

-------------------  

Q. ほかの学校との違いは何ですか。 

A. 学校を回ってもらった際にも、お気づきになったかもしれないんですが、大学の講義室というよりは、教

室感が強くて大人数で授業を受けるものよりは、教育は割と少人数で、こじんまりと行っている授業もあ

り、先生との距離が近いのが大きな違いだと考えています。ゼミの担当などではない先生にも、気軽に質

問しに行ったり話をしたりしています。さらに教育に特化した学部のため、同じ夢を目指す仲間がたくさ

んいるのは心強いです。副免許として、自分がとりたい免許のほかに、特別支援であったり、小学校、中

高英語国語の免許も取れるので、そこもほかの大学にはない強みだと思っています。特に特別支援の免許

を取得できる学校は大阪に多くないので、教育関係の仕事を目指すならすごくお勧めの大学です。 

-------------------  

Q. クラブ活動はどんな感じですか？ 

A. 部活によって活動する頻度などは異なりますが、私が所属している吹奏楽部は週 3回あります。 

-------------------  

Q. 何で通っていますか？ 

A. 電車で通っています。 

-------------------  



Q. 空きコマは何をしていますか？ 

A. 課題をしたり、コンビニに行ってお菓子を買って菓子パしたりしてます。 

-------------------  

Q. 中高英語と小学校免許は一緒にとれますか？ 

A. とれます。 

-------------------  

Q. とる免許が多いと大変ですか？ 

A. 授業の数も増えるので大変かもしれないです。でも一緒に頑張る友達がいるので、心強いと思います。 

-------------------  

【特別支援教育専攻】 

Q. 特別支援教育専攻ってどんな感じですか？ 

A. 他の専攻と比べると、30人と人数が少ないので仲がすごく良いです。やっぱりこの専攻は障がいについて

興味がある人が多いので、話が合う子もいるはずです。手話クラブでは、同じ専攻の子がたくさんいて楽

しいです。 

-------------------  

Q. なぜ特別支援教育専攻を選んだのですか？ 

A. 高校生の時に、特別支援学校で行われたボランティアに参加して、自分はこれだと思うものがあったから

です。 

-------------------  

Q. 親として心配なのが、子どもが人前で話すのが苦手なのですが、それは大丈夫ですか？ 

A. 全然、大丈夫です。私の周りにもたくさん同じような人がいますし、授業を受けていく中で慣れていくこ

とができると思います。 

-------------------  

【人間社会学科】 

Q. 休講は急にあるのか？ 

A. 今まで急に知らされたことはなく、事前に知らされるのがほとんどです。先生からの連絡を 1日一回は見

ておく必要があります。 

-------------------  

Q. アルバイトはできるのか？ 

A. はい。できます。授業の兼ね合いにもよりますが私は週 2回シフトに入っています。 

-------------------  

Q. 大学の部活はどんな感じか。 

A. 本学は強化指定クラブと体育系クラブ、文化系クラブ、同好会（サークル）、団体の 5種類に分けられま

す。強化指定クラブは朝練があり日々熱心に活動しているが、他の部活は週に何回か、あるいは月に何日

か程度でアルバイトと両立している学生はたくさんいます。 

-------------------  

Q. どんな学生が多いか。 

A. 優しい学生が多いです。見た目が派手な学生も中身はとても優しかったりするなど、どの学部もアットホ

ームです。 

-------------------  



Q. バイク通学はOKか。 

A. 可能です。大学の下にある駐輪場を利用できます。 

-------------------  

Q. 授業は 1コマ何分ですか。 

A. 1 コマは 90分で、1限から 5限まであります。2限のあとに昼休みです。6限もあるのですが、そこは学科

関係なく受けられる授業や補講が入ります。 

-------------------  

Q. 学校の特徴は何ですか。 

A. とてもアットホームな雰囲気で、先生との距離や学生同士の距離がとても近いところです。また、今日来

るときも先輩と一緒に来させていただいた等、先輩・後輩関係なく仲が良いのも特徴かなと思います。 

-------------------  

【スポーツ健康学科】 

Q. 総合型選抜入試のプレゼンテーションが不安です。 

A. 目を見て話ができれば、強い。 

-------------------  

 


